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平成１８年３月期（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 
中間業績予想との差異、通期及び連結業績予想の修正について 

 
平成１８年３月期（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日）の業績予想について、平成１７年５月２

０日付当社「平成１７年３月期 決算短信」において発表いたしました業績予想並びに配当予想を下記のと

おり修正いたします。 

 

記 
 

 
１．平成１８年３月期中間業績予想の修正等 
（１）連結業績予想（平成１７年４月１日～平成１７年９月３０日）との差異   （単位：百万円） 

 売  上  高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 
前 回 予 想（Ａ） ２，６６０ ３４０ ２４０ 
今 回 予 想（Ｂ） ２，６９６ ３９８ ２５６ 
増 減 額（Ｂ－Ａ） ＋３６ ＋５８ ＋１６ 
増   減   率 ＋１．４％ ＋１７．１％ ＋６．７％ 
ご参考：前期の業績 
平成１７年３月期中間 

 
２，５３７ 

 
２４４ 

 
１５０ 

 
（２）個別業績予想（平成１７年４月１日～平成１７年９月３０日）との差異    （単位：百万円） 

 売  上  高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 
前 回 予 想（Ａ） ２，６４０ ２８０ １８０ 
今 回 予 想（Ｂ） ２，６７６ ３７８ ２３７ 
増 減 額（Ｂ－Ａ） ＋３６ ＋９８ ＋５７ 
増   減   率 ＋１．４％ ＋３５．０％ ＋３１．７％ 
ご参考：前期の業績 
平成１７年３月期中間 

 
２，５０９ 

 
２０２ 

 
１１２ 

 
（３）修正の理由 
 連結業績予想につきましては、売上高は堅調に推移し前回予測を若干上回る見通しであります。 
 経常利益および中間純利益につきましては、主に売上高が前回予想を上回ることおよび今期実施いた

しました価格改定の効果などにより前回予測を上回り、中間決算としては過去最高益を計上できる見通

しであります。 
 個別業績予想につきましては、連結業績予想の修正理由に加え、海外関係会社からの配当金が増加し

たため、経常利益および中間純利益は前回予測を上回り、中間決算としては過去最高益を計上できる見

通しであります。 

 
－１－ 



２．平成１８年３月通期業績予想の修正 
（１）連結通期業績予想（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日）の修正  （単位：百万円） 

 売  上  高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
前 回 予 想（Ａ）  ５，４３０ ７９０ ５６０ 
今 回 予 想（Ｂ） ５，４３０ ８５０ ５６０ 
増 減 額（Ｂ－Ａ） ±０ ＋６０ ±０ 
増   減   率 ±０．０％ ＋７．６％ ±０．０％ 
ご参考：前期の業績 
 平成１７年３月期 

 
５，１３１ 

 
５５１ 

 
３７２ 

 
（２）個別通期業績予想（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日）の修正  （単位：百万円） 

 
売  上  高 経 常 利 益 当期純利益 

１株当たり 
年間配当金 

前 回 予 想（Ａ） ５，４００ ６５０ ４１０ ２０円００銭 
今 回 予 想（Ｂ） ５，４００ ７５０ ４５０ ２０円００銭 
増 減 額（Ｂ－Ａ） ±０ ＋１００ ＋４０ ±０ 
増   減   率 ±０．０％ ＋１５．４％ ＋９．８％ ±０．０％ 
ご参考：前期の業績 
 平成１７年３月期 

 
５，０８５ 

 
４４１ 

 
２６８ 

 
１５円００銭 

 
（３）修正の理由 
   連結通期業績予想につきましては、引き続き売上高は堅調に推移するものと思われ、前回予想と同じ 
  く５４億３０百万円を予想しております。 
   経常利益につきましては、中間業績予想の修正理由のとおり前回予想を上回る見通しであります。当 
  期純利益につきましては、税金費用の見直しを行いました結果、前回予想通りの見通しであります。 
 個別通期業績予想につきましては、連結業績予想の修正理由に加え、下期におきましても海外関係会

社からの配当金の増加を予想しており、経常利益および当期純利益は前回予測を上回る見通しでありま

す。 
 上記のとおり、連結通期業績および個別通期業績につきまして過去最高益を計上できるものと予想し

ております。 

以上  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
－2－ 


